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本
願
寺
山
口
別
院
永
代
経
法
要
（
教

区
全
門
徒
物
故
者
総
追
悼
法
要
）
が
、

６
月
８
日
（
火
）
か
ら
10
日
（
木
）
の

３
日
間
営
ま
れ
、
約
２
０
０
人
の
方
が

た
に
ご
参
拝
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
真
っ
只
中
、
参
拝
は
募
ら

ず
別
院
職
員
の
み
で
お
勤
め
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
も
感
染
症
の

影
響
が
続
い
て
い
る
中
で
ど
う
に
か
勤

修
で
き
な
い
か
と
考
慮
し
、
参
拝
人
数

の
制
限
や
日
程
を
短
縮
し
逮
夜
法
要

「
十
二
礼
作
法
」
の
み
の
お
勤
め
と
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の
報
恩
講

と
同
様
に
、
法
要
の
様
子
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

2021(令和3）年

本願寺山口別院永代経法要
〜教区全門徒物故者総追悼法要〜

6月8日（火）〜10日（木）

ｕ
ｂ
ｅ
に
て
配
信
い
た
し
ま
し
た
。

　
ご
自
宅
や
お
寺
に
集
ま
っ
て
視
聴
を

さ
れ
た
と
い
う
報
告
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
視
聴
回
数
は
各
日
３
０
０
回
前
後

（
7
月
現
在
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
取
り
次
ぎ
く
だ
さ
い
ま
し
た
ご
講

師
の
三
さ
ん
の
み
や
き
ょ
う
し
ん

宮
亨
信
氏
（
滋
賀
教
区
滋
賀

組
正
源
寺
）
や
ご
出
勤
を
い
た
だ
き
ま

し
た
特
別
法
務
員
の
皆
さ
ま
方
、
帳
簿

等
の
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
門

徒
推
進
員
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、

滞
り
な
く
本
法
要
を
勤
修
で
き
ま
し
た

こ
と
、
改
め
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
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去
る
６
月
30
日
、
山
口
教
区
「
御
同

朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実
践
運

動
）
研
修
会
が
山
口
別
院
を
会
場
に
開

催
さ
れ
、
組
長
・
教
区
委
員
（
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
）・
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
（
会
場
34
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
17
名

延
べ
51
名
）
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
「
御
同
朋
の
社
会
を
め

ざ
す
運
動
」
山
口
教
区
委
員
会
　
中
村

祐
順
委
員
長
、
山
名
真
達
副
委
員
長
の

挨
拶
の
後
、
阿
武
正
法
山
口
教
区
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
よ
り
、
本
年

度
山
口
教
区
実
践
運
動
計
画
書
の
活
用

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
の
協
議
会
、
田
中
博
明
副
委
員
長

を
座
長
に
、
各
専
門
部
部
長
が
昨
年
度

報
告
並
び
に
今
年
度
計
画
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
で
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
中
、
各
部
連
携
を
よ
り
密
に
し
て

い
く
大
切
さ
を
確
認
し
ま
し
た
。
質
疑

応
答
で
は
、
基
幹
運
動
時
代
に
作
成
さ

れ
た
教
材
等
（
Ｖ
Ｈ
Ｓ
）
を
、
現
在
の

再
生
環
境
に
合
う
も
の
に
変
換
し
て
活

用
す
べ
き
と
の
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。

　
協
議
会
後
、『「
御
同
朋
の
社
会
を
目

指
す
運
動
」（
実
践
運
動
）
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
に
つ
い
て
』と
題
し
て
、

中
井
真
人
宗
派
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
室
部
長
よ
り
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
現
在
宗
門
で
推
し
進
め
て
い
る
実

践
運
動
に
つ
い
て
、
宗
制
・
宗
法
・
宗

則
の
宗
門
の
基
本
法
規
を
も
と
に
説
明

さ
れ
、
ご
親
教
「
念
仏
者
の
生
き
方
」

を
柱
と
す
る
実
践
運
動
推
進
の
重
要
性

を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
宗
門
の
非
戦
・
平
和
へ
向

け
た
取
り
組
み
か
ら
端
を
発
す
る
宗
門

の
実
践
目
標
「
貧
困
の
克
服
に
向
け
て

〜D
āna for W

orld Peace

〜
　
ー

子
ど
も
た
ち
を
育
む
た
め
に
ー
」
に
つ

い
て
策
定
経
緯
と
取
り
組
む
意
義
を
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
現
在
も
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
「
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
の
た
め
に
募
金
」
に
関
し
て
、
こ

れ
ま
で
約
５
２
０
０
万
円
の
寄
進
を
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
と
、
ネ
パ
ー
ル
開

教
地
カ
ト
マ
ン
ズ
本
願
寺
が
再
建
し
た

学
校
「
セ
テ
ィ
デ
ビ
中
学
校
」
の
施
設

整
備
や
宗
派
に
加
盟
し
て
い
る
全
国
児

童
養
護
施
設
（
13
施
設
）
の
在
園
者
及

び
卒
園
者
の
支
援
に
活
用
し
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
最
後
は
、
昨
年
度
か
ら
新
し

く
設
け
ら
れ
た
「
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
」
に
つ
い
て
、
実
践
運
動
を

よ
り
活
性
化
す
る
た
め
に
宗
派
が
教
区

を
、教
区
が
組
を
、組
が
寺
院
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
必
要

と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
各

組
に
お
い
て
取
り
組
む
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
践
事
例
を
紹
介
さ
れ
、
実
践
運

動
の
基
礎
的
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

セティデビ中学校の子ども達

研修会の様子

児童養護施設の子どもたちからのお礼の手紙

山
口
教
区

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実
践
運
動
）
研
修
会
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教
区
で
掲
げ
て
い
る
実
践
目
標
「
部

落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
問
題
へ

の
学
び
を
深
め
る
ー
山
口
教
区
内
差
別

は
が
き
投
書
事
件
を
通
じ
て
ー
」
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て「
山
口
教
区『
基

礎
か
ら
学
ぶ
同
朋
講
座
』」
を
昨
年
度

の
一
年
間
を
か
け
て
、
部
落
差
別
と
差

別
の
現
状
、
そ
し
て
私
た
ち
の
教
団
が

差
別
に
加
担
し
て
き
た
事
実
と
差
別
か

ら
の
解
放
に
向
け
た
取
り
組
み
を
中
心

に
学
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
連
続
研
修

会
の
２
ヶ
年
度
目
最
初
の
講
座
を
、
教

学
面
か
ら
見
る
差
別
を
テ
ー
マ
に
龍
谷

大
学
名
誉
教
授
　
平
田
厚
志 

氏
よ
り

「
真
俗
二
諦
論
と
差
別
意
識
」
の
講
題

で
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
宗
門
で
は
、
か
つ
て
「
真

俗
二
諦
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、
信

仰
と
生
活
面
で
の
倫
理
を
切
り
離
す
関

係
を
説
い
て
き
ま
し
た
。結
果
と
し
て
、

部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
差
別
を
助
長
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り

ま
し
た
。
今
回
の
講
義
で
は
、
か
つ

て
説
か
れ
て
き
た
二
元
的
な
「
真
俗

二
諦
」
と
い
う
理
解
を
す
べ
き
で
は

な
い
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
水
俣
病
患
者
へ
の
差
別
の

克
服
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
緒
方
正

人
さ
ん
の
人
生
を
中
心
に
、
念
仏
者

と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
お

話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
義
の
中
で
、
た
だ
仏
事
だ
け
を

こ
な
す
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
僧
侶

に
対
し
て
、
水
俣
病
や
社
会
問
題
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
と
い
う
問
題
提
起
な
ら
び
に
「
本

当
に
患
者
さ
ん
の
魂
に
添
う
よ
う
に

し
て
宗
教
者
が
全
面
的
に
働
い
た
こ

と
は
、
残
念
な
が
ら
な
か
っ
た
と
思

う
」
と
僧
侶
の
姿
勢
を
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
、
こ

れ
ま
で
傍
観
者
的
で
あ
っ
た
歴
史
を

学
び
直
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
３
回
　
山
口
別
院
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
受
賞
作
品
（
敬
称
略
）
応
募
総
数

　122
点

応
募
者
数

　34
名

最
優
秀
賞
作
品

「
慈
愛
」　

　
　
水
野
敬
雄

優秀賞作品
「棚田暮色」
隅　照夫

入 賞 作 品
「
蜜
を
も
と
め
て
」

　
Ｐ
．
Ｎ
．
リ
オ
サ
ホ

「
燃
え
る
紅
葉
」

　
　
　
石
川
満
彦

「
春
暖
簾
」

　
　
　
大
井
幸
枝

インスタグラム部門賞作品
「7才の目から見る世界は輝いている」

@14osun

「聴き上手」
広田和夫

「祈り」
高野利之

たくさんのご応募、誠にありがとうございました！
次回もどうぞよろしくお願いいたします！

第
７
回
基
礎
か
ら
学
ぶ
同
朋
講
座
　
５
月
26
日
㈬
　
開
催
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ス
ク
ー
ル
・
ナ
ー
ラ
ン
ダ
開
催
に
向
け
て

実
行
委
員
会

　広
報
部
部
長

　百
濟 

高
昌

本願寺山口別院テレホン法話
期間：2021.7.1 ～ 2021.10.31

期　日 氏　名 期　日 氏　名
7月  1 日～ 10 日 重枝　真紹 ９月  1 日～ 10 日 金安ちづる

11 日～ 20 日 岡村　遵賢 11 日～ 20 日 石丸　涼道
21 日～ 31 日 藤本　弘信 21 日～ 30 日 原田　英真

８月  1 日～ 10 日 高橋　　了 10 月  1 日～ 10 日 黒瀬　英世
11 日～ 20 日 川越　広慈 11 日～ 20 日 波佐間正弘
21 日～ 31 日 吉見　勝道 21 日～ 31 日 日高　殊恵

　※上記の青年布教使による各 3 分の法話が聞けます。諸事情により、順番が変更される場合があります。

083-973-0111 担当者一覧

　「
ス
ク
ー
ル
・
ナ
ー
ラ
ン
ダ
山
口
」に
向
け
、

各
部
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
広
報
部
会
を
重
ね
る
中
で
、
イ
ベ
ン
ト
の

告
知
を
目
的
に
「
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
」
開
催
の

声
が
上
が
り
、
当
初
は
５
月
16
日
に
会
場
を

山
口
北
組
正
福
寺
様
に
お
願
い
し
開
催
の
予

定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
第
４
波
の
拡
大
に
よ
り
開
催
延
期
を
決

断
。
６
月
30
日
の
1９
時
よ
り
、
会
場
を
本
願

寺
山
口
別
院
に
変
更
し
、
対
面
式
で
は
な
く

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
ラ
イ
ブ
配
信
機
能
を
使

い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
山
口
大
学
教
授
で
哲
学
者
の

小お
が
わ
ひ
と
し

川
仁
志
氏
と
、
翻
訳
家
で
防
府
組
超
勝
寺

の
大
お
お
ぎ
し
ょ
う
じ
ゅ
ん

來
尚
順
氏
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
し

た
。
小
川
氏
は
『
本
当
の
哲
学
』、
大
來
氏

は
『
仏
教
と
は
』
と
題
し
各
20
分
の
講
義
を

お
こ
な
い
、
そ
の
後
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

に
山
口
南
組
信
光
寺
の
河こ
う
の
ゆ
う
げ
ん

野
悠
玄
氏
を
交
え

た
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
。
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
か

ら
の
質
問
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
チ
ャ
ッ

ト
機
能
を
活
か
し
、
講
師
陣
に
伺
う
と
い
う

形
式
で
行
い
ま
し
た
。
同
時
視
聴
者
は
最
大

時
で
１
９
０
名
を
超
え
、
両
先
生
の
白
熱
し

た
授
業
に
チ
ャ
ッ
ト
欄
は
大
い
に
賑
わ
い
ま

し
た
。

　
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
の
後
は
、
ピ
ア
ノ
の
先
祖

と
呼
ば
れ
流
麗
な
響
き
を
奏
で
る
ペ
ル
シ
ャ

の
打
楽
器
「
ハ
ン
マ
ー
ダ
ル
シ
マ
ー
」
の
演

奏
家
、
藤ふ
じ
さ
わ
ゆ
う
い
ち

沢
由
一
氏
の
ラ
イ
ブ
を
配
信
し
ま

し
た
。

　
視
聴
者
か
ら
は
「
哲
学
も
仏
教
も
難
し
く

考
え
が
ち
だ
っ
た
が
講
義
を
聞
い
て
面
白

か
っ
た
し
身
近
に
感
じ
れ
た
（
20
代
男
性
）」

「
講
義
で
左
脳
、
ラ
イ
ブ
で
右
脳
を
刺
激
さ

れ
ま
し
た
（
チ
ャ
ッ
ト
欄
）」
と
い
っ
た
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
集
う
こ
と
が

ま
ま
な
ら
な
い
中
、
こ
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
は

初
め
て
チ
ー
ム
ナ
ー
ラ
ン
ダ
と
ス
タ
ッ
フ
の

顔
合
わ
せ
の
場
と
も
な
り
ま
し
た
。
今
回
の

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で
の
気
付
き
や
、
技
術
的
な

課
題
を
し
っ
か
り
と
克
服
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
は
本
願
寺
山
口
別

院
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
で
、
ク

ロ
ス
ト
ー
ク
編
・
ラ
イ
ブ
編
に
分
け
て
ア
ー

カ
イ
ブ
配
信
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

ハンマーダルシマー奏者　藤沢由一氏
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別
院
・
教
区
行
事

　「
一
本
の
木
が
あ
れ
ば

　
　
　
十
分
『
秋
』
は
感
じ
ら
れ
る
」

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
（
本
紙
５
頁
）
で
の

大
來
氏
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

　「
一
声
の
念
仏
が
あ
れ
ば

　
　
　
十
分
お
慈
悲
は
味
わ
え
る
」

　「
一
本
の
木
が
あ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
十
分
『
秋
』
は
感
じ
ら
れ
る
」

『
ス
ク
ー
ル
・
ナ
ー
ラ
ン
ダ
』
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

で
の
大
來
先
生
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

　「
一
声
の
念
仏
が
あ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
十
分
お
慈
悲
は
味
わ
え
る
」

今
日
も
ヘ
ル
ニ
ア
の
苦
痛
と
共
に
、
ご
恩
報
謝

の
日
々
で
す
。

７
月

1
日
㈭

第
４
連
区
布
教
使
研
修
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
登
尾
唯
信
氏
（
布
教
団
連
合
同
朋
研
修
講
師
）

　
　
　
　
　
相
馬
一
意
氏
（
本
願
寺
派
勧
学
）

5
日
㈪

別
院
常
例
法
座
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
石
山
泰
人
氏
（
熊
南
組
善
徳
寺
）

６
日
㈫

矯
正
教
化
山
口
教
区
支
部
総
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

８
日
㈭

第
２
回
組
長
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

13
日
㈫

若
朋
会
第
１
回
例
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
安
永
雄
玄
氏
（
築
地
本
願
寺
宗
務
長
）

14
日
㈬

第
８
回
基
礎
か
ら
学
ぶ
同
朋
講
座
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
神
戸
　
修
氏
（
同
和
教
育
振
興
会
講
師
）

26
日
㈪

臨
時
教
区
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

28
日
㈬

山
口
み
の
り
会
総
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
中
村
祐
順
氏
（
本
願
寺
山
口
別
院
輪
番
）

８
月

5
日
㈭

別
院
常
例
法
座
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
福
田
康
正
氏
（
邦
西
組
専
福
寺
）

25
日
㈬
｝
夏
季
布
教
大
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

26
日
㈭

　
　
講
師
／
田
中
誠
證
氏
（
大
分
教
区
満
福
寺
）

26
日
㈭
｝
第
２
回
得
度
講
習
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

27
日
㈮

　
　
講
師
／
賀
陽
　
寛
氏
（
山
口
教
区
勤
式
指
導
員
）

28
日
㈯

第
３
回
得
度
考
査
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

９
月

5
日
㈰

別
院
常
例
法
座
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
二
木
文
生
氏
（
豊
浦
組
光
善
寺
）

15
日
㈬

公
聴
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

18
日
㈯

千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
東
京
教
区

19
日
㈰

第
51
回
山
口
教
区
仏
教
婦
人
大
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
萩
市
民
館

　
　
講
師
／
山
下
瑞
円
氏
（
備
後
教
区
浄
福
寺
）

〜
編
集
後
記
〜

敬

弔

生
前
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、

謹
ん
で
敬
弔
の
意
を
表
し
ま
す

令
和
３
年
１
月
〜
令
和
３
年
５
月

敬
称
略

下
関
組
　
蓮
光
寺
　
衆
徒
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
秋
山
　
俊
光
（
46
）
１
月
２4
日

下
関
組
　
専
立
寺
　
衆
徒
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
藤
田
　
正
登
（
58
）
２
月
２8
日

大
津
西
組
　
福
正
寺
　
前
坊
守
　
　
　
　

　
　
　
　
波
多
野
敦
子
（
85
）
３
月
２
日

柳
井
組
　
教
念
寺
　
衆
徒
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
山
重
　
昌
彦
（
73
）
３
月
3
日

宇
部
北
組
　
光
林
寺
　
坊
守
　
　
　
　
　

　
　
　
　
安
藤
眞
知
子
（
86
）
３
月
3
日

美
和
組
　
光
照
寺
　
前
住
職
　
　
　
　
　

　
　
　
　
岸
﨑
タ
ヅ
子
（
89
）
３
月
9
日

下
松
組
　
浄
蓮
寺
　
前
々
坊
守
　
　
　
　

　
　
　
　
末
武
百
合
子
（
96
）
３
月
２5
日

白
滝
組
　
誓
願
寺
　
衆
徒
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
深
野
　
大
輔
（
38
）
４
月
2
日

山
口
南
組
　
蓮
光
寺
　
前
住
職
　
　
　
　

　
　
　
　
岡
本
　
惠
達
（
86
）
４
月
２
日

玖
珂
西
組
　
明
専
寺
　
坊
守
　
　
　
　
　

　
　
　
　
林
　
　
和
恵
（
64
）
４
月
11
日

熊
毛
中
組
　
西
円
寺
　
衆
徒
　
　
　
　
　

　
　
　
　
石
井
　
利
行
（
87
）
４
月
２7
日

熊
毛
組
　
眞
行
寺
　
前
坊
守
　
　
　
　
　

　
　
　
　
近
松
　
貞
子
（
95
）
５
月
１
日

周
南
組
　
西
光
寺
　
前
住
職
　
　
　
　
　

　
　
　
　
江
見
　
尋
真真
真
86
）
５
月
３
日

玖
珂
西
組
　
大
光
寺
　
前
住
職
　
　
　
　

　
　
　
　
藤
岡
　
道
夫
（
89
）
５
月
15
日

阿
武
組
　
西
教
寺
　
住
職
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
須
山
　
克
美
（
80
）
５
月
16
日

宇
部
小
野
田
組
　
西
覚
寺
　
前
坊
守
　
　

　
　
　
　
小
山
　
　
栄
（
89
）
５
月
17
日

新
職
員
挨
拶

　
こ
の
度
６

月
か
ら
奉
職

を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま

す
。
ご
指
導

竹
平
美
保

職
員
退
職
挨
拶
中
山
真
優

　
３
月
末
日
を
持
ち
ま
し
て
退
職
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
６
年
間
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。


